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中国最新事情セミナー 

「日系企業が知っておくべき中国の社会信用制度」のご案内 

＜組合員限定＞ 
 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

中国政府は、中国社会においては信頼維持に対する認識が薄く、これが重大安全事故・食

品薬品安全事件・商業詐欺・偽物の製造や販売・脱税等が後を絶たない要因の一つと認識し

ています。このため、個人や法人ごとの受賞履歴、業界の推薦、許認可、違法履歴等の「信

用情報」を集めて信用度合いを評価し、それに応じて奨励や懲戒を与えるという、信用関連

の制度体系を構築していると言われています。この政策体系における「信用」「信用評価」

とは、違法履歴や許認可、資格、受賞履歴等の情報が中心で、日本で行われているような貸

出履歴・財務情報等に基づく与信判断に関する「信用評価」よりもかなり広い概念となりま

す。 

中国では2000年代からも信用情報の収集活用の政策を進めていましたが、2014年に「社会

信用体系建設計画要綱（2014～2020年）」を打ち出しました。これにより、①信用情報の収

集、②信用情報の公表、③信用情報の活用（信用評価結果に応じてメリット・デメリットを

与える）といった制度整備を計画的に整備し、2020年までに社会の信用に関する基本的な法

律法規、基準体系を構築するとしています。 

しかしながら、中国でこの信用システムが本格的に実行された暁には、中国企業や中国人

のみならず、中国に進出している日本企業を含む外資系企業や外国人にも多大な影響が出

る可能性があります。 

 そこで今般、当組合では、この分野で深く研究をされている、独立行政法人経済産業研究

所・研究員の大川龍郎氏を講師に迎えて、中国政府による信用システム構築の動向、企業に

与えるインパクト、日本企業の対応等について報告を伺うこととなりました。 

組合員各位におかれては、ぜひこの機会をご利用いただき、万障お繰り合わせの上、ご参

加下さいますようご案内申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

◆日  時 ： ２０２０年 １月２８日（火）１０：００～１１：３０ 

 

◆会 場 ： 日本機械輸出組合 第一会議室（定員５０名） 

（東京都港区芝公園３-５-８ 機械振興会館４階４０１号） 

http://www.jspmi.or.jp/kaigishitsu/access.html 

 

◆講 師 ： 独立行政法人経済産業研究所 研究員 大川 龍郎 氏 

 



◆参加費 ： 無料（組合員限定） 

※受講票の発行はございませんので、セミナー当日は名刺を受付に 

お渡しください。 

※講演内容の録画、録音等は固くお断り申し上げます。 

 

◆お申込み方法 

セミナー参加ご希望の方は、１月２４日（金）までに、当組合ホームページから 

お申込みください。定員となり次第、締め切らせて頂きますのでご了承ください。 

（http://www.jmcti.org/jmchomepage/semminar/index.htm#emachina） 

 

◆お問合せ先 

日本機械輸出組合 通商・投資グループ 庫元（くらもと）、長岡 

TEL：03-3431-9348 E-mail：tohshi@jmcti.or.jp 

以上 


